
廿日市市総合計画審議会 第３回会議録（要点）

日時：令和６年 11 月 28日（木）18 時半～
場所：廿日市市役所７階会議室

１ 開会

２ 議題
(1) 第６次廿日市市総合計画の振り返りについて・・・資料１
(2) はつかいち未来ビジョン 2035(素案)（廿日市市総合計画基本構想）・・・資料２

（総合計画のタイトルについて）

（15ページ 廿日市市の沿革）

（21ページ まちづくりの基本理念）

（22～24 ページ まちづくりの将来像）

委員   これまでは第６次総合計画だったが、次期総合計画では第７次と記載しない
のか

事務局   未来志向で、将来に向けた方向性を出す計画であることを示したいため、タ
イトルに 2035 と入れ、第 7次は記載しない。２ページの「１ 計画策定の意
義」で、第 7次であることが分かるよう修正する。

委員   項目が色々と別れているため、分野などで整理した方が良い。
  合併で 1 つになって良いまちを作ろうというニュアンスを盛り込めれば良い

と思う。
  市民に分かりやすく説明文を加えて頂きたい。

事務局   説明文を加えるなど、分かりやすくなるよう、修正する。

委員   共生やつながりを示すために、例えば、「市民一人ひとりがともに幸せに暮ら
せるまちづくり」のように、「ともに」を入れてもらいたい

事務局   委員の総意であり、基本理念に「ともに」の表現を加える

委員   「まちづくりの将来像」というよりは、「まちの将来像」の方が正確ではない
か。

  23 ページ「将来像の実現に向け、大切にする考え方」には、SDGs や Well-
Being など昨今のキーワードを記述してはどうか。

事務局   「まちの将来像」に修正する。「将来像の実現に向け、大切にする考え方」に
ついては、記載内容を検討する。



（計画の構成について）

（成果指標の設定について）

委員   「ワクワク」というカタカナのキーワードを入れたこだわりがあれば教えて
ほしい。

事務局   ワクワクという言葉が若者や子どもに限らず、前回の審議会でも委員から出
たように、いろいろな世代から出ており、より強調したいと思い、カタカナ
で表記した。

委員   市民が廿日市への愛着や思い入れを育むという意味でも「ワクワク」の文言
が重要だと思うので、廿日市に住む人の心に愛着や思い入れを育むと言った
ニュアンスをもつ表現をどこかに入れて頂ければ良いと思う。

委員   「各主体がつながり」の表現は弱いと思う。「ごちゃまぜ」に繋がっていくと
の表現の方がよいのではないか。

事務局   多世代など色々な方がつながることをイメージしているが、ご指摘のとおり
この表現では弱いと感じるので、記載内容を検討する。

委員   将来像を策定する過程で参考にしたアンケート結果を入れた方がいいと思
う。

  24 ページ「みんなが描く市の将来像」は、もう少し充実した内容で第１部の
最後に入れた方が、流れがスムーズではないか。

事務局   より伝わりやすいよう、充実した内容に修正する。掲載箇所については、引
き続き検討する。

委員   将来像と基本目標の間に、基本目標の方向性を設定し、将来像をブレイクダ
ウンする形で基本目標をまとめるべきではないか。

事務局   方向性を加えるかどうかは、引き続き検討する。23 ページ「将来像の実現に
向け、大切にする考え方」を４つ示しており、これがすべての分野に共通す
る視点ということで掲載している。

委員   第６次総合計画では、施策方針に沿った形で、成果指標が出ているが、次の
計画では、違う考え方で成果指標を設定するのか。

  第６次総合計画の成果指標は次の計画に引き継がれるのか。
事務局   分野－施策の体系に変える予定であり、指標設定の考え方も異なる。改め

て、各分野、施策の目的に合った成果指標を設定したいと考えている。



（用語解説について）

（その他記載内容について）

委員   シビックコア地区整備やＲＭＯ、GX、DX、カーボンニュートラル、インクル
ーシブ社会など、市民が分かりやすい表現にしてほしい。

事務局   用語解説を掲載するよう検討している。

委員 4 ページ 「3 計画の構成・期間」
  流れは「構成と期間」、タイトルは「期間・構成」となっているので統一した

方が良い。
  総合戦略は「地方創生に関する施策を抽出した計画」とあるが、地方創生が

何か説明を加えた方が良い。
５～7ページ 「4 廿日市市を取り巻く社会潮流」
  タイトルの次にリード文を入れると良い。
  「(2)防災意識の高まりと災害に強いまちづくりの推進」の「近年は東日本大

震災や」の表現は、熊本地震や能登半島地震に、「南海トラフ巨大地震に関す
る報道等」の表現は、「南海トラフ地震臨時情報」にするなど、最新の情報を
盛り込むべき。

  「(5) ともに支えあう社会へ向けた動き」には、地域コミュニティの衰退に関
して記載した方が良い。

8～12 ページ 「5 統計からみる廿日市市」
  5 ページに及ぶ人口関連の記載を短縮すべき。
  世帯類型では、単身世帯が増えていることを記載した方が良い。

事務局   それぞれについて、記載内容を検討する。


